






































 第１節 研究の目的 
 第２節 論文構成 
 第３節 本研究における例文の定義 
第２章 先行研究 
 第１節 英文法指導に関する先行研究 
 第２節 例文の在り方に関する先行研究 
 第３節 言語学の分野に関する先行研究 
 第４節 考察・研究課題 
第３章 研究対象文法項目と教材掲載例文に関する探究的研究 
第１節 学習者・教員が個別文法項目に感じる難易度についての研究（調査１） 
 第２節 検定教科書・市販英文法教材で使われている例文の分析（調査２） 
 第３節 教材で用いられている例文自体の妥当性に関する研究（調査３） 
 第４節 総合考察 
第４章 例文の在り方に関する学習者・教員対象の調査研究 





 第１節 文法項目別実験授業の概要（調査６） 
 第２節 予備調査 
 第３節 本調査 
 第４章 総合考察 
第６章 結論 
 第１節 研究のまとめと考察 
 第２節 研究の成果 
 第３節 教育的示唆 


























































                                 （第３，４，５章） 
研究課題２．例文を効果的に生かした英文法指導により文法理解は高まるか。 （第５章） 
研究課題３．学習者・教員の視点に立った，英文法指導に適した良質な例文の条件とはどのよ




































1, 2 ) 英文法指導活用５項目（文法用語，形，用法，例文，意味）と前章で絞り込んだ９文法項
目について，1) 学習時の重視度，2) 既習項目の振り返り時の思い出し度（５件法）。 














無生物主語の項目で39文（例：It is important to study English.），仮定法の項目で８文（例：




















対照させる形で記入した例（I like the apple pies which are sold at that bakery. / I like apple 
pies, which are sold at that bakery.，等）や，名文（例：The more you know, the more you know 
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